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モバイル社会研究所の位置づけ

４

設立趣旨について

● 急速に社会に浸透した携帯電話の社会・文化的影響についての研究・分析の重要性

● ＮＴＴドコモ、移動通信業界の利害を離れた、自由で独立した立場での調査･研究

● 携帯電話の普及がもたらす光と影、光の部分を大きく伸ばし、影の部分に適切な対策

● 社会とお客様への貢献

● 各分野における専門家が研究・分析

● 論文発表や出版、シンポジウム等を通じた

研究成果の発信

モバイル社会白書２００７



モバイル社会研究所とは

携帯電話の普及に伴って起こっている社会事象を、移動通信業界の
利害を離れた立場から、社会科学の視点で調査研究を行っています。

年間十数本の調査研究プロジェクトを実施しています。

http://www.moba-ken.jp/
５書籍「きみがつなぐみらい」



【ｄｏｃｏｍｏ】

【社外研究機関】

モバイル社会研究所では、国内外の研究者と協力しながら調査・研究活動を展開し、様々な提言や問題提起を行っていきます。

副所長副所長

所 長所 長

社 長社社 長長
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【モバ研】

子どもとケータイ ライフログ

災害とモバイル通信

ケータイと障害者

モバイルバリューケータイと環境

株式会社ＮＴＴドコモ モバイル社会研究所 （２００４年４月設立）

東京都千代田区永田町２－１１－１ 山王パークタワー９Ｆ

【理事会組織】

理事長（所長） 飽戸 弘

理 事 徳田 英幸 慶應義塾大学 教授

〃 野原 佐和子 株式会社イプシ・マーケティング研究所 代表

〃 関根 千佳 株式会社ユーディット 代表

〃 坪田 知己 日経新聞社メディアラボ 所長

研究テーマ選定へのアドバイス
研究進捗状況へのアドバイス

研究所が、その活動を円滑、効率的に推進し、社会に
対して有意義な貢献ができるよう、活動全般に関して
議論し、適切な助言、指導等を行う組織。

モバイル社会研究所の組織・体制

６

飽戸 弘 （東洋女学院大学学長／東京大学名誉教授）

山田 隆持

※「モバイル社会研究所」はドコモ本社内に設置された、社長直下の組織です

モバイル社会2030ビジョン



共同研究活動

７

書籍「地域メディアが地域を変える」

著者 河井孝仁、遊橋裕泰他
企画 モバイル社会研究所
出版社 日本経済評論社
出版時期 ２００９年４月

書籍「ハイブリッド･コミュニティ」
～情報と社会と関係を

ケータイする時代に～

著者 遊橋裕泰、河井孝仁他
企画 モバイル社会研究所
出版社 日本経済評論社
出版時期 ２００７年３月



子どもとモバイルマルチメディア研究 － 教材「みんなのケータイ２」 －

小学校高学年から高校生までを対象とした携帯電話の利用マナーを学ぶための教材
（テキスト）です。安全な使い方を学ぶ授業の副読本としてご活用いただけます。

※教材「みんなのケータイ２」は、モバイル社会研究所ウェブサイトからダウンロードが可能です。 http://www.moba-ken.jp/

子どもとケータイ① （教材「みんなのケータイ２」）

８



子どもとケータイ② （書籍「子どもとケータイ」）

９

書籍「子どもとケータイ」
～Ｑ＆Aで学ぶ正しいつきあい方～

著者 遊橋裕泰、宮島理他
監修 モバイル社会研究所
出版社 リックテレコム
出版時期 ２００８年７月

http://www.moba-ken.jp/about/books-review/kodomotokeitai

フィルタリング利用率（2006.12 v.s. 2008.02）
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子どものケータイ利用 （ＭＯＢＩＬＥ ＷＯＲＬＤ ＣＯＮＧＲＥＳＳ）

モバイルワールドコングレスにおける調査研究発表
「子どもの携帯保有とその影響～五カ国比較調査～
（Children’s Use of Mobile Phones- An International Comparison）」

※ＧＳＭＡ（ＧＳＭ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）： 携帯通信事業者の業界団体
ＭＯＢＩＬＥ ＷＯＲＬＤ ＣＯＮＧＲＥＳＳ ： 携帯電話の展示会

子どものケータイ利用に関する国際比較調査。対象国は日本、韓国、中国、インド、メキシコの

5ヶ国。合計約6000組の10～18才の子どもとその保護者のペアにアンケート調査を実施した。

調査結果としては、ケータイ保有の動機付けの主要因の筆頭に、子どもの年齢、ネットワーク効

果が挙げられることが、全ての対象国において確認できた。子どもの性別、親の年齢、親の収入、

パソコンやテレビゲームの保有の有無もまた、子どものケータイ保有に影響を与えていた。

・期 間 ： ２００９年２月１６日～１９日
・会 場 ： スペイン バルセロナ Fira de Barcelona 

・来場者数 ： ４７，０００人

・出展社数 ： １，２８６社（世界のオペレーター、メーカー）

・トップカンファレンスセッション
“Segmentation is a Step, Individualism is the Goal” ２月１８日
テーマ “Children and Mobile Phone”
モバイル社会研究所の紹介
日本におけるケータイを取り巻く社会的なトレンド
ＮＴＴドコモの子どもとケータイに関する取組みの紹介

・セミナー “ Children’s Use of Mobile Phones Seminar ” ２月１９日

ＧＳＭＡとの共同調査の成果発表

調査研究報告をする向田愛子研究員
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モバイルバリュー･ビジネス

書籍 「モバイルバリュー･ビジネス」
～電子マネー・企業ポイント・仮想通貨の見方・考え方～
http://www.moba-ken.jp/about/books-review/mvaluebusiness

著者 杉浦宣彦、遊橋裕泰他
編者 モバイル社会研究所
出版社 中央経済社
出版時期 ２００８年１０月

台頭する新しい交換価値について、

その仕組みと未来を、経済・技術・法律・社会の観点から検証する

モバイルバリューシンポジウム 2008.9
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主催シンポジウム （モバイル社会シンポジウム２００９）

タ イ ト ル ： モバイル社会シンポジウム２００９

～モバイル社会の現代を考える～

日 時 ： ２００９年３月３日（火） １０：００～１７：００

概 要 ： モバイル社会研究の調査研究発表

場 所 ： スパイラルホール／東京青山

参加人数 ： 約１５０名

午前 モバイル社会研究所 調査研究報告

(1)グローバル化する循環型社会を見据えた携帯端末
リサイクルシステムの在り方 東京大学 村上進亮先生

(2)四川大地震と携帯電話 東洋大学 中村功先生

(3)モバイルデジタル文化 慶應義塾大学 岡部大介先生

午後 子どもとモバイル社会

(1)基調講演 国際化するモバイル社会の健全な発展 GSMA  Natasha Jackson
(2)モバイルインターンとの環境の法整備状況と展望 内閣府 内藤新一 参事官補佐

(3)国際比較～子どものケータイ利用事情分析～ 慶應義塾大学 田中辰雄先生

モバイル社会研究所 向田愛子

(4)パネルセッション 次代に向けた課題解決のメディア設計
パネリスト GSMA Belinda Exelby              

NTTレゾナント 藤代裕之（ジャーナリスト）
内閣府 内藤新一 参事官補佐

慶應義塾大学 田中辰雄 先生

モバイル社会研究所 向田愛子
コーディネター モバイル社会研究所 遊橋裕泰

a．期待以上
だった
13%

b．期待通り
だった
31%ｃ．概ね期

待通りだっ
た
41%

ｄ．やや期
待したもの
と違った
9%

無回答
5%

e．期待して
いたものと
は違った
1%

来場者アンケート
Q:本日のシンポジウムはご期待にお応えできる内容でしたか？ １２

内閣府 内藤参事官補佐



ご清聴ありがとうございました


